
　令和２年１月22日（水）に東京・文京シビックホールで開催
された「第60回交通安全国民運動中央大会」本会議において、
長年交通安全に尽力した功労者として交通栄誉賞「緑十字金
賞」を井藤實さんが受章（賞）されました。本受賞は、白老町
を含む苫小牧管内において歴代２人目となります。
 （生活環境課　交通・町民活動グループ）

　竹浦和太鼓クラブは、一般財団法人自治総合センターの宝く
じの「コミュニティ助成事業」を活用して、長胴太鼓、平置台、
太鼓ケースを整備しました。
　この整備により、地域のコミュニティ活動の一層の活性化が
図られることとなりました。
 （生涯学習課　生涯学習グループ）

　仙台藩白老元陣屋資料館の「麗しの雛（ひ
な）人形展」が同館で２月20日から９日間開
催され、一足早い春のムードに包まれた。
　大正から昭和初期にかけての収蔵品と長

谷川毅さん（栄町）のコレクション。合わせて20セットが一堂
に展示された。人形の表情や着物が時代の流行を映し出してい
るとされ、日本の伝統美の競演を、来館者は興味深そうに見入
っていた。
　当初は３月３日までを予定していたが、新型コロナウイルス
禍の影響で、会期が短縮され、関連行事も中止された。

　ポロト自然休養林内の遊歩道で「かんじきウオーキング」が
行なわれ、町民35人がさわやかな汗を流した。
　春の訪れを肌で感じ、残雪の感触を確かめた後、参加者は昼
食には温かい豚汁を満喫。午後からは、胆振東部森林管理署職
員の講演「森のキノコ」に耳を傾けていた（２月23日）
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